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(57)【要約】
【課題】本発明は紙の縁飾りの自動で印刷設備を開示し
た。
【解決手段】
ボディー及び前記ボディーの中に設置された操作チャン
バを含み、前記操作チャンバの中に回転台が回転できる
ように設置され、前記回転台が回転することによって前
記回転台の左側に設置された支持ブロックを矩形軌跡に
沿って移動連動させ、本発明が提供する紙の縁飾りの自
動で印刷設備は、紙の縁飾りを自動で印刷することを実
現でき、同時に設備の中に自動紙送り込み装置が設置さ
れ、自動で紙を逐一印刷でき、設備の構造が簡単で、操
作も便利であり、インクを節約するだけではなく、作動
効率も高く、機能性が強く、安定性が良く、生産と普及
と使用に便利を与える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
正面視で、ボディー及び前記ボディーの中に設置された操作チャンバを含み、前記操作チ
ャンバの中に回転台が回転できるように設置され、前記回転台が回転することによって前
記回転台の左側に設置された支持ブロックを矩形軌跡に沿って移動連動させ、それによっ
て前記支持ブロックの底壁に回転できるように設置された回転ブロックを矩形軌跡に沿っ
て移動連動させ、前記回転ブロックが移動すると同時に前記回転ブロックの左側に設置さ
れた印刷ヘッドを矩形軌跡に沿って移動連動させ、前記回転台が回転すると、前記印刷ヘ
ッドを左右に移動連動させ、それによって前記印刷ヘッドを連動させて縁飾りを作り、
前記操作チャンバの底壁の中には回転チャンバが設置され、前記回転チャンバの中には持
ち上げ装置が設置され、前記持ち上げ装置は前記回転チャンバの中に回転できるように設
置されたネジスリーブの回転によって前記操作チャンバの中にスライドできるように設置
されて紙を支えられるトレイを上下に移動連動させ、それによって紙を印刷するのに便利
を与え、前記操作チャンバの右側端壁の中には揺れ動きチャンバが設置され、前記揺れ動
きチャンバの中には揺れ動きブロックが揺れ動けるように設置され、前記揺れ動きブロッ
クは前記持ち上げ装置が揺れ動くことによって前記揺れ動きブロックの中に設置された紙
送り込み装置が揺れ動くことを実現し、前記紙送り込み装置の中に設置された紙送り込み
車輪が紙面と当接した時、前記操作チャンバの頂壁の中に設置された切り換え装置は前記
回転ブロックの回転を駆動する動力を前記紙送り込み装置に切り換え、前記切り換え装置
が前記操作チャンバの頂壁の中に設置された切り換えチャンバの中に設置され、前記切り
換え装置の中にはスライドガイドブロックが設置され、前記スライドガイドブロックは前
記揺れ動きブロックの揺れ動きと共に左右に移動し、それによって前記スライドガイドブ
ロックの頂壁の中に設置された第一モーターを左右に移動連動させ、それによって上記装
置の間に動力を切り替えることを実現することを特徴とする紙の縁飾りの自動で印刷設備
。
【請求項２】
前記回転台の中には円形チャンバが設置され、前記円形チャンバの端壁には内歯車が設置
され、前記円形チャンバの頂壁の中には第一回転軸が設置され、前記第一回転軸が前記操
作チャンバの頂壁を貫通して前記切り換えチャンバの中に伸びており、また前記第一回転
軸の末端には第一傘歯車が固定的に設置され、前記円形チャンバの中の前記第一回転軸の
末端には第一歯車が固定的に設置され、前記円形チャンバの底壁の中には第一伝動チャン
バが設置され、前記第一伝動チャンバと前記円形チャンバとの間には第二回転軸が回転で
きるように設置され、前記円形チャンバの中の前記第二回転軸の末端には前記第一歯車及
び内歯車と噛み合っている第二歯車が固定的に設置され、前記第一伝動チャンバの中の前
記第二回転軸の末端には第二傘歯車が固定的に設置され、前記第一伝動チャンバの中には
スプラインスリーブが回転できるように設置され、前記スプラインスリーブの外表面には
前記第二傘歯車と噛み合っている第三傘歯車が固定的に設置され、前記スプラインスリー
ブの中には左右に貫通したスプライン孔が設置され、前記スプライン孔の中にはスプライ
ン軸がスプラインによって連結され、前記スプライン軸の左方へ延びている末端が前記回
転ブロックの右側端壁の中に回転できるように設置され、前記回転ブロックと前記回転台
との間には前記スプライン軸の外表面に巻き付くように設置された押圧ばねが弾性を持つ
ように設置されていることを特徴とする請求項１に記載の紙の縁飾りの自動で印刷設備。
【請求項３】
前記支持ブロックの中に前後に貫通した第一スライド孔が設置され、前記第一スライド孔
の中には第一スライドロッドがスライドできるように設置され、前記第一スライドロッド
の前後両側の末端には位置制限ブロックが固定的に設置され、前記位置制限ブロックの中
には左右に貫通した第二スライド孔が設置され、前記第二スライド孔の中には第二スライ
ドロッドがスライドできるように設置され、前記第二スライドロッドの左右両側の末端が
前記操作チャンバの左右端壁の中に固定的に設置され、前記回転ブロックの中には第二伝
動チャンバが設置され、前記スプライン軸の左側末端が前記第二伝動チャンバの中に伸び
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ており、また前記スプライン軸の左側末端には第四傘歯車が固定的に設置され、前記第二
伝動チャンバの底壁の中には第一カムチャンバが設置され、前記第一カムチャンバと前記
第二伝動チャンバとの間には第三回転軸が回転できるように設置され、前記第二伝動チャ
ンバの中の前記第三回転軸の末端には前記第四傘歯車と噛み合っている第五傘歯車が固定
的に設置され、前記第一カムチャンバの中の前記第三回転軸の末端には第一カムが固定的
に設置され、前記第一カムの左側端壁の中には第三スライド孔が設置され、前記第三スラ
イド孔の中には第三スライドロッドがスライドできるように設置され、前記第三スライド
ロッドと前記第三スライド孔との間には第一復帰装置が弾性を持つように設置され、前記
第三スライドロッドの左側末端には固定ブロックが固定的に設置され、前記固定ブロック
の中には上下に貫通した抜き孔が設置され、前記印刷ヘッドが前記抜き孔の中にスライド
できるように設置され、前記印刷ヘッドと前記抜き孔の端壁との間には第二復帰装置が弾
性を持つように設置されていることを特徴とする請求項１に記載の紙の縁飾りの自動で印
刷設備。
【請求項４】
前記持ち上げ装置はまた前記ネジスリーブの頂壁の中に設置されたネジ孔を含み、前記ネ
ジ孔の中には前記トレイと固定的に連結されたネジロッドがネジ山によって連結され、前
記回転チャンバの中の前記ネジスリーブの外表面には第一ウォームホイールが固定的に設
置され、前記ボディーの前側端壁の中には第一ベルトチャンバが設置され、前記第一ベル
トチャンバと前記回転チャンバとの間には前記ウォームホイールと噛み合っている第一ウ
ォームが回転できるように設置され、前記第一ベルトチャンバの中の前記第一ウォームの
末端には第一プーリが固定的に設置され、前記第一ベルトチャンバと前記揺れ動きチャン
バの右側端壁の中に設置された第二カムチャンバとの間には第四回転軸が回転できるよう
に設置され、前記第一ベルトチャンバの中の前記第四回転軸の末端が前記第一ベルトチャ
ンバの後側端壁の中に固定的に設置された第二モーターと動力が伝達できるように連結さ
れ、前記第一ベルトチャンバの中の前記第四回転軸の外表面には第二プーリが固定的に設
置され、前記第二プーリと前記第一プーリとが第一ベルトによって伝動できるように連結
され、前記第二カムチャンバの中の前記第四回転軸の末端には第二カムが固定的に設置さ
れていることを特徴とする請求項１に記載の紙の縁飾りの自動で印刷設備。
【請求項５】
前記紙送り込み装置は前記揺れ動きブロックの左側端壁の中に設置されたウォームホイー
ルチャンバを含み、前記ウォームホイールチャンバの中には前後方向に伸びる第五回転軸
が回転できるように設置され、前記第五回転軸の前後両側が前記揺れ動きブロックを貫通
しており、また前記第五回転軸の前後両側の末端が前記紙送り込み車輪と固定的に連結さ
れ、前記ウォームホイールチャンバの中の前記第五回転軸の外表面には第二ウォームホイ
ールが固定的に設置され、前記揺れ動きブロックの底壁の中には凹溝が形成されており、
前記凹溝と前記ウォームホイールチャンバとの間には前記第二ウォームホイールと噛み合
っている第二ウォームが回転できるように設置され、前記凹溝の中の前記第二ウォームの
末端には第六傘歯車が固定的に設置され、前記凹溝の中には第六回転軸が回転できるよう
に設置され、前記第六回転軸の前後両側の末端が前記揺れ動きチャンバの前後端壁の中に
回転できるように設置され、前記凹溝の中の前記第六回転軸の外表面には前記第六傘歯車
と噛み合っている第七傘歯車及び前記第七傘歯車の前側に位置した第三ウォームホイール
が固定的に設置され、前記揺れ動きチャンバの右側端壁の中には第二ベルトチャンバが設
置され、前記第二ベルトチャンバと前記揺れ動きチャンバとの間には前記第三ウォームホ
イールと噛み合っている第三ウォームが回転できるように設置され、前記第二ベルトチャ
ンバの中の前記第三ウォームの末端には第三プーリが固定的に設置されていることを特徴
とする請求項１に記載の紙の縁飾りの自動で印刷設備。
【請求項６】
前記切り換え装置は前記切り換えチャンバの底壁の中に設置されたスライドチャンバを含
み、前記スライドガイドブロックが前記スライドチャンバの中にスライドできるように設
置され、前記第一モーターの出力軸の末端には前記第一傘歯車と噛み合っている第八傘歯
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車が固定的に設置され、前記スライドチャンバの右側端壁の中には第四スライド孔が設置
され、前記第四スライド孔の中には前記スライドガイドブロックと固定的に連結された第
四スライドロッドがスライドできるように設置され、前記第四スライドロッドと前記第四
スライド孔の端壁との間には第三復帰装置が弾性を持つように設置され、前記第二カムチ
ャンバの頂壁の中には前記第四スライド孔を貫通した第五スライド孔が設置され、前記第
五スライド孔の中には第五スライドロッドがスライドできるように設置され、前記第五ス
ライドロッドと前記第五スライド孔の端壁との間には第四復帰装置が弾性を持つように設
置され、前記切り換えチャンバと前記第二ベルトチャンバとの間には第七回転軸が回転で
きるように設置され、前記切り換えチャンバの中の前記第七回転軸の末端には第九傘歯車
が固定的に設置され、前記第二ベルトチャンバの中の前記第七回転軸の末端には第四プー
リが固定的に設置され、前記第四プーリと前記第三プーリとは第二ベルトによって伝動で
きるように連結されていることを特徴とする請求項１に記載の紙の縁飾りの自動で印刷設
備。
【請求項７】
前記トレイの上方には支持板が設置され、前記支持板と前記トレイとの間には支持ばねが
弾性を持つように設置されいることを特徴とする請求項１に記載の紙の縁飾りの自動で印
刷設備。
【請求項８】
前記操作チャンバの右側端壁の中には外部空間と連通した紙出し孔が設置され、紙を送り
出すのに便利を与えることを特徴とする請求項１に記載の紙の縁飾りの自動で印刷設備。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は印刷分野に関わり、特に紙の縁飾りの自動で印刷設備である。
【背景技術】
【０００２】
人は印刷機で紙の縁飾りを印刷する時、伝統的な印刷方式は塗料を塗って印刷する方式で
あり、このような印刷方式はインクを浪費しやすく、また均等的に印刷できなく、それに
よって印刷効果が良くなく、そして伝統的な印刷設備の構造が複雑で、操作が不便であり
、印刷の効率が低く、壊れやすく、限局性が大きく、従って紙の縁飾りの自動で印刷設備
をデザインして上記の問題を解決する必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】中国特許出願公開第１０６１７９８９６号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
本発明の目的は紙の縁飾りの自動で印刷設備を提供するのであり、既存技術にある上記の
欠点を解消し、それによって設備の実用性を高める。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本発明は技術問題を解決するために採用される技術プランは：本発明の紙の縁飾りの自動
で印刷設備は、ボディー及び前記ボディーの中に設置された操作チャンバを含み、前記操
作チャンバの中に回転台が回転できるように設置され、前記回転台が回転することによっ
て前記回転台の左側に設置された支持ブロックを矩形軌跡に沿って移動連動させ、それに
よって前記支持ブロックの底壁に回転できるように設置された回転ブロックを矩形軌跡に
沿って移動連動させ、前記回転ブロックが移動すると同時に前記回転ブロックの左側に設
置された印刷ヘッドを矩形軌跡に沿って移動連動させ、前記回転台が回転すると、前記印
刷ヘッドを左右に移動連動させ、それによって前記印刷ヘッドを連動させて縁飾りを作る
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。
【０００６】
前記操作チャンバの底壁の中には回転チャンバが設置され、前記回転チャンバの中には持
ち上げ装置が設置され、前記持ち上げ装置は前記回転チャンバの中に回転できるように設
置されたネジスリーブの回転によって前記操作チャンバの中にスライドできるように設置
されて紙を支えられるトレイを上下に移動連動させ、それによって紙を印刷するのに便利
を与え、前記操作チャンバの右側端壁の中には揺れ動きチャンバが設置され、前記揺れ動
きチャンバの中には揺れ動きブロックが揺れ動けるように設置され、前記揺れ動きブロッ
クは前記持ち上げ装置が揺れ動くことによって前記揺れ動きブロックの中に設置された紙
送り込み装置が揺れ動くことを実現し、前記紙送り込み装置の中に設置された紙送り込み
車輪が紙面と当接した時、前記操作チャンバの頂壁の中に設置された切り換え装置は前記
回転ブロックの回転を駆動する動力を前記紙送り込み装置に切り換え、前記切り換え装置
が前記操作チャンバの頂壁の中に設置された切り換えチャンバの中に設置され、前記切り
換え装置の中にはスライドガイドブロックが設置され、前記スライドガイドブロックは前
記揺れ動きブロックの揺れ動きと共に左右に移動し、それによって前記スライドガイドブ
ロックの頂壁の中に設置された第一モーターを左右に移動連動させ、それによって上記装
置の間に動力を切り替えることを実現する。
【０００７】
更に、前記回転台の中には円形チャンバが設置され、前記円形チャンバの端壁には内歯車
が設置され、前記円形チャンバの頂壁の中には第一回転軸が設置され、前記第一回転軸が
前記操作チャンバの頂壁を貫通して前記切り換えチャンバの中に伸びており、また前記第
一回転軸の末端には第一傘歯車が固定的に設置され、前記円形チャンバの中の前記第一回
転軸の末端には第一歯車が固定的に設置され、前記円形チャンバの底壁の中には第一伝動
チャンバが設置され、前記第一伝動チャンバと前記円形チャンバとの間には第二回転軸が
回転できるように設置され、前記円形チャンバの中の前記第二回転軸の末端には前記第一
歯車及び内歯車と噛み合っている第二歯車が固定的に設置され、前記第一伝動チャンバの
中の前記第二回転軸の末端には第二傘歯車が固定的に設置され、前記第一伝動チャンバの
中にはスプラインスリーブが回転できるように設置され、前記スプラインスリーブの外表
面には前記第二傘歯車と噛み合っている第三傘歯車が固定的に設置され、前記スプライン
スリーブの中には左右に貫通したスプライン孔が設置され、前記スプライン孔の中にはス
プライン軸がスプラインによって連結され、前記スプライン軸の左方へ延びている末端が
前記回転ブロックの右側端壁の中に回転できるように設置され、前記回転ブロックと前記
回転台との間には前記スプライン軸の外表面に巻き付くように設置された押圧ばねが弾性
を持つように設置されている。
【０００８】
更に、前記支持ブロックの中に前後に貫通した第一スライド孔が設置され、前記第一スラ
イド孔の中には第一スライドロッドがスライドできるように設置され、前記第一スライド
ロッドの前後両側の末端には位置制限ブロックが固定的に設置され、前記位置制限ブロッ
クの中には左右に貫通した第二スライド孔が設置され、前記第二スライド孔の中には第二
スライドロッドがスライドできるように設置され、前記第二スライドロッドの左右両側の
末端が前記操作チャンバの左右端壁の中に固定的に設置され、前記回転ブロックの中には
第二伝動チャンバが設置され、前記スプライン軸の左側末端が前記第二伝動チャンバの中
に伸びており、また前記スプライン軸の左側末端には第四傘歯車が固定的に設置され、前
記第二伝動チャンバの底壁の中には第一カムチャンバが設置され、前記第一カムチャンバ
と前記第二伝動チャンバとの間には第三回転軸が回転できるように設置され、前記第二伝
動チャンバの中の前記第三回転軸の末端には前記第四傘歯車と噛み合っている第五傘歯車
が固定的に設置され、前記第一カムチャンバの中の前記第三回転軸の末端には第一カムが
固定的に設置され、前記第一カムの左側端壁の中には第三スライド孔が設置され、前記第
三スライド孔の中には第三スライドロッドがスライドできるように設置され、前記第三ス
ライドロッドと前記第三スライド孔との間には第一復帰装置が弾性を持つように設置され
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、前記第三スライドロッドの左側末端には固定ブロックが固定的に設置され、前記固定ブ
ロックの中には上下に貫通した抜き孔が設置され、前記印刷ヘッドが前記抜き孔の中にス
ライドできるように設置され、前記印刷ヘッドと前記抜き孔の端壁との間には第二復帰装
置が弾性を持つように設置されている。
【０００９】
更に、前記持ち上げ装置はまた前記ネジスリーブの頂壁の中に設置されたネジ孔を含み、
前記ネジ孔の中には前記トレイと固定的に連結されたネジロッドがネジ山によって連結さ
れ、前記回転チャンバの中の前記ネジスリーブの外表面には第一ウォームホイールが固定
的に設置され、前記ボディーの前側端壁の中には第一ベルトチャンバが設置され、前記第
一ベルトチャンバと前記回転チャンバとの間には前記ウォームホイールと噛み合っている
第一ウォームが回転できるように設置され、前記第一ベルトチャンバの中の前記第一ウォ
ームの末端には第一プーリが固定的に設置され、前記第一ベルトチャンバと前記揺れ動き
チャンバの右側端壁の中に設置された第二カムチャンバとの間には第四回転軸が回転でき
るように設置され、前記第一ベルトチャンバの中の前記第四回転軸の末端が前記第一ベル
トチャンバの後側端壁の中に固定的に設置された第二モーターと動力が伝達できるように
連結され、前記第一ベルトチャンバの中の前記第四回転軸の外表面には第二プーリが固定
的に設置され、前記第二プーリと前記第一プーリとが第一ベルトによって伝動できるよう
に連結され、前記第二カムチャンバの中の前記第四回転軸の末端には第二カムが固定的に
設置されている。
【００１０】
更に、前記紙送り込み装置は前記揺れ動きブロックの左側端壁の中に設置されたウォーム
ホイールチャンバを含み、前記ウォームホイールチャンバの中には前後方向に伸びる第五
回転軸が回転できるように設置され、前記第五回転軸の前後両側が前記揺れ動きブロック
を貫通しており、また前記第五回転軸の前後両側の末端が前記紙送り込み車輪と固定的に
連結され、前記ウォームホイールチャンバの中の前記第五回転軸の外表面には第二ウォー
ムホイールが固定的に設置され、前記揺れ動きブロックの底壁の中には凹溝が形成されて
おり、前記凹溝と前記ウォームホイールチャンバとの間には前記第二ウォームホイールと
噛み合っている第二ウォームが回転できるように設置され、前記凹溝の中の前記第二ウォ
ームの末端には第六傘歯車が固定的に設置され、前記凹溝の中には第六回転軸が回転でき
るように設置され、前記第六回転軸の前後両側の末端が前記揺れ動きチャンバの前後端壁
の中に回転できるように設置され、前記凹溝の中の前記第六回転軸の外表面には前記第六
傘歯車と噛み合っている第七傘歯車及び前記第七傘歯車の前側に位置した第三ウォームホ
イールが固定的に設置され、前記揺れ動きチャンバの右側端壁の中には第二ベルトチャン
バが設置され、前記第二ベルトチャンバと前記揺れ動きチャンバとの間には前記第三ウォ
ームホイールと噛み合っている第三ウォームが回転できるように設置され、前記第二ベル
トチャンバの中の前記第三ウォームの末端には第三プーリが固定的に設置されている。
【００１１】
更に、前記切り換え装置は前記切り換えチャンバの底壁の中に設置されたスライドチャン
バを含み、前記スライドガイドブロックが前記スライドチャンバの中にスライドできるよ
うに設置され、前記第一モーターの出力軸の末端には前記第一傘歯車と噛み合っている第
八傘歯車が固定的に設置され、前記スライドチャンバの右側端壁の中には第四スライド孔
が設置され、前記第四スライド孔の中には前記スライドガイドブロックと固定的に連結さ
れた第四スライドロッドがスライドできるように設置され、前記第四スライドロッドと前
記第四スライド孔の端壁との間には第三復帰装置が弾性を持つように設置され、前記第二
カムチャンバの頂壁の中には前記第四スライド孔を貫通した第五スライド孔が設置され、
前記第五スライド孔の中には第五スライドロッドがスライドできるように設置され、前記
第五スライドロッドと前記第五スライド孔の端壁との間には第四復帰装置が弾性を持つよ
うに設置され、前記切り換えチャンバと前記第二ベルトチャンバとの間には第七回転軸が
回転できるように設置され、前記切り換えチャンバの中の前記第七回転軸の末端には第九
傘歯車が固定的に設置され、前記第二ベルトチャンバの中の前記第七回転軸の末端には第
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四プーリが固定的に設置され、前記第四プーリと前記第三プーリとは第二ベルトによって
伝動できるように連結されている。
【００１２】
更に、前記トレイの上方には支持板が設置され、前記支持板と前記トレイとの間には支持
ばねが弾性を持つように設置されいる。
【００１３】
更に、前記操作チャンバの右側端壁の中には外部空間と連通した紙出し孔が設置され、紙
を送り出すのに便利を与える。
【発明の効果】
【００１４】
本発明の有益な効果は：本発明が提供する紙の縁飾りの自動で印刷設備は、紙の縁飾りを
自動で印刷することを実現でき、同時に設備の中に自動紙送り込み装置が設置され、自動
で紙を逐一印刷でき、設備の構造が簡単で、操作も便利であり、インクを節約するだけで
はなく、作動効率も高く、機能性が強く、安定性が良く、生産と普及と使用に便利を与え
る。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
下記に図１～５をあわせて本発明について詳しく説明し、便利に説明するために、下記の
方向を以下のように規定する：図１は本発明装置の正面図であり、以下に述べる上下左右
前後の方向と図１の自身投影関係の上下左右前後の方向とが一致である。
【００１６】
【図１】図１は本発明の紙の縁飾りの自動で印刷設備の全体構成概略図
【図２】図２は図１の中のＡ―Ａの構成概略図
【図３】図３は図１の中のＢの拡大構成概略図
【図４】図４は図１の中のＣの拡大構成概略図
【図５】図５は図１の中のＤの拡大構成概略図
【発明を実施するための形態】
【００１７】
付図１～５に記載の紙の縁飾りの自動で印刷設備は、ボディー１０及び前記ボディー１０
の中に設置された操作チャンバ３９を含み、前記操作チャンバ３９の中に回転台４９が回
転できるように設置され、前記回転台４９が回転することによって前記回転台４９の左側
に設置された支持ブロック１１を矩形軌跡に沿って移動連動させ、それによって前記支持
ブロック１１の底壁に回転できるように設置された回転ブロック４３を矩形軌跡に沿って
移動連動させ、前記回転ブロック４２が移動すると同時に前記回転ブロック４２の左側に
設置された印刷ヘッド８８を矩形軌跡に沿って移動連動させ、前記回転台４９が回転する
と、前記印刷ヘッド８８を左右に移動連動させ、それによって前記印刷ヘッド８８を連動
させて縁飾りを作る。
【００１８】
前記操作チャンバ１９の底壁の中には回転チャンバ３３が設置され、前記回転チャンバ３
３の中には持ち上げ装置２００が設置され、前記持ち上げ装置２００は前記回転チャンバ
３３の中に回転できるように設置されたネジスリーブ３５の回転によって前記操作チャン
バ３９の中にスライドできるように設置されて紙を支えられるトレイ４０を上下に移動連
動させ、それによって紙を印刷するのに便利を与え、前記操作チャンバ１９の右側端壁の
中には揺れ動きチャンバ５６が設置され、前記揺れ動きチャンバ５６の中には揺れ動きブ
ロック８１が揺れ動けるように設置され、前記揺れ動きブロック８１は前記持ち上げ装置
２００が揺れ動くことによって前記揺れ動きブロック８１の中に設置された紙送り込み装
置３００が揺れ動くことを実現し、前記紙送り込み装置３００の中に設置された紙送り込
み車輪７３が紙面と当接した時、前記操作チャンバ３９の頂壁の中に設置された切り換え
装置４００は前記回転ブロック４３の回転を駆動する動力を前記紙送り込み装置３００に
切り換え、前記切り換え装置４００が前記操作チャンバ３９の頂壁の中に設置された切り
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換えチャンバ１５の中に設置され、前記切り換え装置４００の中にはスライドガイドブロ
ック１９が設置され、前記スライドガイドブロック１９は前記揺れ動きブロック８１の揺
れ動きと共に左右に移動し、それによって前記スライドガイドブロック１９の頂壁の中に
設置された第一モーター１８を左右に移動連動させ、それによって上記装置の間に動力を
切り替えることを実現する。
【００１９】
有益なように、前記回転台４９の中には円形チャンバ７１が設置され、前記円形チャンバ
７１の端壁には内歯車６９が設置され、前記円形チャンバ７１の頂壁の中には第一回転軸
５９が設置され、前記第一回転軸５９が前記操作チャンバ３９の頂壁を貫通して前記切り
換えチャンバ１５の中に伸びており、また前記第一回転軸５９の末端には第一傘歯車１６
が固定的に設置され、前記円形チャンバ７１の中の前記第一回転軸５９の末端には第一歯
車７０が固定的に設置され、前記円形チャンバ７１の底壁の中には第一伝動チャンバ６５
が設置され、前記第一伝動チャンバ６５と前記円形チャンバ７１との間には第二回転軸６
２が回転できるように設置され、前記円形チャンバ７１の中の前記第二回転軸６２の末端
には前記第一歯車７０及び内歯車６９と噛み合っている第二歯車６１が固定的に設置され
、前記第一伝動チャンバ６５の中の前記第二回転軸６２の末端には第二傘歯車６３が固定
的に設置され、前記第一伝動チャンバ６５の中にはスプラインスリーブ６８が回転できる
ように設置され、前記スプラインスリーブ６８の外表面には前記第二傘歯車６３と噛み合
っている第三傘歯車６４が固定的に設置され、前記スプラインスリーブ６８の中には左右
に貫通したスプライン孔６７が設置され、前記スプライン孔６７の中にはスプライン軸６
６がスプラインによって連結され、前記スプライン軸６６の左方へ延びている末端が前記
回転ブロック４３の右側端壁の中に回転できるように設置され、前記回転ブロック４３と
前記回転台４９との間には前記スプライン軸６６の外表面に巻き付くように設置された押
圧ばね９６が弾性を持つように設置されている。
【００２０】
有益なように、前記支持ブロック１１の中に前後に貫通した第一スライド孔１２が設置さ
れ、前記第一スライド孔１２の中には第一スライドロッド１３がスライドできるように設
置され、前記第一スライドロッド１３の前後両側の末端には位置制限ブロック５８が固定
的に設置され、前記位置制限ブロック５８の中には左右に貫通した第二スライド孔４７が
設置され、前記第二スライド孔４７の中には第二スライドロッド１４がスライドできるよ
うに設置され、前記第二スライドロッド１４の左右両側の末端が前記操作チャンバ３９の
左右端壁の中に固定的に設置され、前記回転ブロック４３の中には第二伝動チャンバ４６
が設置され、前記スプライン軸６６の左側末端が前記第二伝動チャンバ４６の中に伸びて
おり、また前記スプライン軸６６の左側末端には第四傘歯車９５が固定的に設置され、前
記第二伝動チャンバ４６の底壁の中には第一カムチャンバ９２が設置され、前記第一カム
チャンバ９２と前記第二伝動チャンバ４６との間には第三回転軸４４が回転できるように
設置され、前記第二伝動チャンバ４６の中の前記第三回転軸４４の末端には前記第四傘歯
車９５と噛み合っている第五傘歯車４５が固定的に設置され、前記第一カムチャンバ９２
の中の前記第三回転軸４４の末端には第一カム９１が固定的に設置され、前記第一カム９
１の左側端壁の中には第三スライド孔９０が設置され、前記第三スライド孔９０の中には
第三スライドロッド９３がスライドできるように設置され、前記第三スライドロッド９３
と前記第三スライド孔９０との間には第一復帰装置８９が弾性を持つように設置され、前
記第三スライドロッド９３の左側末端には固定ブロック８５が固定的に設置され、前記固
定ブロック８５の中には上下に貫通した抜き孔８７が設置され、前記印刷ヘッド８８が前
記抜き孔８７の中にスライドできるように設置され、前記印刷ヘッド８８と前記抜き孔８
７の端壁との間には第二復帰装置８６が弾性を持つように設置されている。
【００２１】
有益なように、前記持ち上げ装置２００はまた前記ネジスリーブ３５の頂壁の中に設置さ
れたネジ孔３６を含み、前記ネジ孔３６の中には前記トレイ４０と固定的に連結されたネ
ジロッド３８がネジ山によって連結され、前記回転チャンバ３３の中の前記ネジスリーブ
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３５の外表面には第一ウォームホイール３７が固定的に設置され、前記ボディー１０の前
側端壁の中には第一ベルトチャンバ４８が設置され、前記第一ベルトチャンバ４８と前記
回転チャンバ３３との間には前記ウォームホイール３７と噛み合っている第一ウォーム３
４が回転できるように設置され、前記第一ベルトチャンバ４８の中の前記第一ウォーム３
４の末端には第一プーリ５０が固定的に設置され、前記第一ベルトチャンバ４８と前記揺
れ動きチャンバ５６の右側端壁の中に設置された第二カムチャンバ５７との間には第四回
転軸５４が回転できるように設置され、前記第一ベルトチャンバ４８の中の前記第四回転
軸５４の末端が前記第一ベルトチャンバ４８の後側端壁の中に固定的に設置された第二モ
ーター５３と動力が伝達できるように連結され、前記第一ベルトチャンバ４８の中の前記
第四回転軸５４の外表面には第二プーリ５２が固定的に設置され、前記第二プーリ５２と
前記第一プーリ５０とが第一ベルト５１によって伝動できるように連結され、前記第二カ
ムチャンバ５７の中の前記第四回転軸５４の末端には第二カム８２が固定的に設置されて
いる。
【００２２】
有益なように、前記紙送り込み装置３００は前記揺れ動きブロック８１の左側端壁の中に
設置されたウォームホイールチャンバ７４を含み、前記ウォームホイールチャンバ７４の
中には前後方向に伸びる第五回転軸８４が回転できるように設置され、前記第五回転軸８
４の前後両側が前記揺れ動きブロック８１を貫通しており、また前記第五回転軸８４の前
後両側の末端が前記紙送り込み車輪７３と固定的に連結され、前記ウォームホイールチャ
ンバ７４の中の前記第五回転軸８４の外表面には第二ウォームホイール７２が固定的に設
置され、前記揺れ動きブロック８１の底壁の中には凹溝７７が形成されており、前記凹溝
７７と前記ウォームホイールチャンバ７４との間には前記第二ウォームホイール７２と噛
み合っている第二ウォーム７５が回転できるように設置され、前記凹溝７７の中の前記第
二ウォーム７５の末端には第六傘歯車８０が固定的に設置され、前記凹溝７７の中には第
六回転軸７９が回転できるように設置され、前記第六回転軸７９の前後両側の末端が前記
揺れ動きチャンバ５６の前後端壁の中に回転できるように設置され、前記凹溝７７の中の
前記第六回転軸７９の外表面には前記第六傘歯車８０と噛み合っている第七傘歯車７６及
び前記第七傘歯車７６の前側に位置した第三ウォームホイール９４が固定的に設置され、
前記揺れ動きチャンバ５６の右側端壁の中には第二ベルトチャンバ２８が設置され、前記
第二ベルトチャンバ２８と前記揺れ動きチャンバ５６との間には前記第三ウォームホイー
ル９４と噛み合っている第三ウォーム７８が回転できるように設置され、前記第二ベルト
チャンバ２８の中の前記第三ウォーム７８の末端には第三プーリ３１が固定的に設置され
ている。
【００２３】
有益なように、前記切り換え装置４００は前記切り換えチャンバ１５の底壁の中に設置さ
れたスライドチャンバ２０を含み、前記スライドガイドブロック１９が前記スライドチャ
ンバ２０の中にスライドできるように設置され、前記第一モーター１８の出力軸の末端に
は前記第一傘歯車１６と噛み合っている第八傘歯車１７が固定的に設置され、前記スライ
ドチャンバ２０の右側端壁の中には第四スライド孔２４が設置され、前記第四スライド孔
２４の中には前記スライドガイドブロック１９と固定的に連結された第四スライドロッド
２５がスライドできるように設置され、前記第四スライドロッド２５と前記第四スライド
孔２４の端壁との間には第三復帰装置２３が弾性を持つように設置され、前記第二カムチ
ャンバ５７の頂壁の中には前記第四スライド孔２４を貫通した第五スライド孔８３が設置
され、前記第五スライド孔８３の中には第五スライドロッド２９がスライドできるように
設置され、前記第五スライドロッド２９と前記第五スライド孔８３の端壁との間には第四
復帰装置３０が弾性を持つように設置され、前記切り換えチャンバ１５と前記第二ベルト
チャンバ２８との間には第七回転軸２２が回転できるように設置され、前記切り換えチャ
ンバ１５の中の前記第七回転軸２２の末端には第九傘歯車２１が固定的に設置され、前記
第二ベルトチャンバ２８の中の前記第七回転軸２２の末端には第四プーリ２６が固定的に
設置され、前記第四プーリ２６と前記第三プーリ３１とは第二ベルト２７によって伝動で
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きるように連結されている。
【００２４】
有益なように、前記トレイ４０の上方には支持板４１が設置され、前記支持板４１と前記
トレイ４０との間には支持ばね４２が弾性を持つように設置されいる。
【００２５】
有益なように、前記操作チャンバ３９の右側端壁の中には外部空間と連通した紙出し孔３
２が設置され、紙を送り出すのに便利を与える。
【００２６】
本実施例に記載の固定的に連結する方法はボルトによる固定や溶接する方法に限定されな
い。
【００２７】
装置全体の機械動作の順序は：
【００２８】
１、紙を前記支持板４１の上方に置き、この時に前記印刷ヘッド８８が前記紙と当接し、
前記第一モーター１８を始動し、前記第一モーター１８が前記第八傘歯車１７を回転連動
させ、それによって前記第一傘歯車１６を回転連動させ、それによって前記第一歯車７０
を回転連動させ、前記第一歯車７０が回転して前記第二歯車６１を回転連動させると同時
に前記内歯車６９を回転連動させ、この時に前記回転台４９が回転し、前記押圧ばね９６
が圧縮状態にあることで、前記回転ブロック４３を左方に押圧し、この時に前記位置制限
ブロック５８が前記操作チャンバ３９の一番左側に位置し、この時に前記回転台４９が回
転して前記支持ブロック１１を前記第一スライドロッド１３に沿って後側へ移動連動させ
、前記支持ブロック１１が前記位置制限ブロック５８と当接した時、前記支持ブロック１
１が前記第二スライドロッド１４に沿って一番右側へ移動し、順に上記部品の動作を繰り
返し、前記支持ブロック１１が前記操作チャンバ３９の四つの端面に沿って矩形の移動を
行う。
【００２９】
２、それと同時に前記第二歯車６１が回転して前記第二傘歯車６３を回転連動させ、それ
によって前記第三傘歯車６４を回転連動させ、それによって前記スプラインスリーブ６８
を回転連動させ、それによって前記スプライン軸６６を回転連動させ、それによって前記
第四傘歯車９５を回転連動させ、それによって前記第五傘歯車４５を回転連動させ、それ
によって前記第一カム９１を回転連動させ、それによって前記印刷ヘッド８８に直線の往
復運動を行わせ、同時に前記印刷ヘッド８８が前記回転ブロック４３と共に矩形軌跡に沿
って移動し、それによって紙に縁飾りを印刷することを実現する。
【００３０】
３、印刷し終わった時、前記第二モーター５３を始動し、それによって前記第四回転軸５
４を回転連動させ、それによって前記第二プーリ５２及び前記第一プーリ５０を回転連動
させ、それによって前記第一ウォーム３４を回転連動させ、それによって前記第一ウォー
ムホイール３７を回転連動させ、それによって前記ネジスリーブ３５を回転連動させ、そ
れによって前記ネジロッド３８を下方へ移動連動させ、それによって前記トレイ４０を下
方へ移動連動させ、同時に前記第四回転軸５４が回転して前記第二カム８２を回転連動さ
せ、それによって前記揺れ動きブロック８１を押圧して移動させ、前記揺れ動きブロック
８１が回転して前記紙送り込み車輪７３を連動させて紙面と当接させた時、前記トレイ４
０が下方へ一番下側に移動し、この時に紙と前記紙出し孔３２とが位置を合わせる。
【００３１】
４、それと同時に、前記第二カム８２が回転することによって、前記第五スライドロッド
２９が当接を失い、前記第五スライドロッド２９が前記第四復帰装置３０の作用で下方へ
移動し、同時に前記第四スライドロッド２５が前記第三復帰装置２３の作用で右方へ移動
し、それによって前記スライドガイドブロック１９を右方へ移動連動させ、それによって
前記第八傘歯車１７を前記第九傘歯車２１と噛み合わせ、この時に前記第一モーター１８
を始動して回転させることによって前記第八傘歯車１７を回転連動させ、それによって前
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記第九傘歯車２１を回転連動させ、それによって前記第四プーリ２６及び前記第三プーリ
３１を回転連動させ、それによって前記第三ウォーム７８を回転連動させ、それによって
前記第三ウォームホイール９４を回転連動させ、それによって前記第七傘歯車７６及び前
記第六傘歯車８０を回転連動させ、それによって前記第二ウォーム７５を回転連動させ、
それによって前記第二ウォームホイール７２を回転連動させ、それによって前記紙送り込
み車輪７３を回転連動させ、この時に前記紙送り込み車輪７３が回転して印刷された紙を
前記紙出し孔３２によって送り出す。
【００３２】
上記の実施例は本発明の技術的構想と特徴を説明するだけであり、その目的は当業者に本
発明内容を了解させてさらに実施させるのであり、本発明の保護範囲を制限することはで
きない。本発明の精神の実質に基づいて行われたすべての等価的な変化又は修飾は、本発
明の保護範囲の中に含むべきである。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【手続補正書】
【提出日】令和2年3月17日(2020.3.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
正面視で、ボディー及び前記ボディーの中に設置された操作チャンバを含み、前記操作チ
ャンバの中に回転台が回転できるように設置され、前記回転台が回転することによって前
記回転台の左側に設置された支持ブロックを矩形軌跡に沿って移動連動させ、それによっ
て前記支持ブロックの底壁に回転できるように設置された回転ブロックを矩形軌跡に沿っ
て移動連動させ、前記回転ブロックが移動すると同時に前記回転ブロックの左側に設置さ
れた印刷ヘッドを矩形軌跡に沿って移動連動させ、前記回転台が回転すると、前記印刷ヘ
ッドを左右に移動連動させ、それによって前記印刷ヘッドを連動させて縁飾りを作り、前
記操作チャンバの底壁の中には回転チャンバが設置され、前記回転チャンバの中には持ち
上げ装置が設置され、前記持ち上げ装置は前記回転チャンバの中に回転できるように設置
されたネジスリーブの回転によって前記操作チャンバの中にスライドできるように設置さ
れて紙を支えられるトレイを上下に移動連動させ、それによって紙を印刷するのに便利を
与え、前記操作チャンバの右側端壁の中には揺れ動きチャンバが設置され、前記揺れ動き
チャンバの中には揺れ動きブロックが揺れ動けるように設置され、前記揺れ動きブロック
は前記持ち上げ装置が揺れ動くことによって前記揺れ動きブロックの中に設置された紙送
り込み装置が揺れ動くことを実現し、前記紙送り込み装置の中に設置された紙送り込み車
輪が紙面と当接した時、前記操作チャンバの頂壁の中に設置された切り換え装置は前記回
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転ブロックの回転を駆動する動力を前記紙送り込み装置に切り換え、前記切り換え装置が
前記操作チャンバの頂壁の中に設置された切り換えチャンバの中に設置され、前記切り換
え装置の中にはスライドガイドブロックが設置され、前記スライドガイドブロックは前記
揺れ動きブロックの揺れ動きと共に左右に移動し、それによって前記スライドガイドブロ
ックの頂壁の中に設置された第一モーターを左右に移動連動させ、それによって上記装置
の間に動力を切り替えることを実現することを特徴とする紙の縁飾りの自動印刷装置。
【請求項２】
前記回転台の中には円形チャンバが設置され、前記円形チャンバの端壁には内歯車が設置
され、前記円形チャンバの頂壁の中には第一回転軸が設置され、前記第一回転軸が前記操
作チャンバの頂壁を貫通して前記切り換えチャンバの中に伸びており、また前記第一回転
軸の末端には第一傘歯車が固定的に設置され、前記円形チャンバの中の前記第一回転軸の
末端には第一歯車が固定的に設置され、前記円形チャンバの底壁の中には第一伝動チャン
バが設置され、前記第一伝動チャンバと前記円形チャンバとの間には第二回転軸が回転で
きるように設置され、前記円形チャンバの中の前記第二回転軸の末端には前記第一歯車及
び内歯車と噛み合っている第二歯車が固定的に設置され、前記第一伝動チャンバの中の前
記第二回転軸の末端には第二傘歯車が固定的に設置され、前記第一伝動チャンバの中には
スプラインスリーブが回転できるように設置され、前記スプラインスリーブの外表面には
前記第二傘歯車と噛み合っている第三傘歯車が固定的に設置され、前記スプラインスリー
ブの中には左右に貫通したスプライン孔が設置され、前記スプライン孔の中にはスプライ
ン軸がスプラインによって連結され、前記スプライン軸の左方へ延びている末端が前記回
転ブロックの右側端壁の中に回転できるように設置され、前記回転ブロックと前記回転台
との間には前記スプライン軸の外表面に巻き付くように設置された押圧ばねが弾性を持つ
ように設置されていることを特徴とする請求項１に記載の紙の縁飾りの自動印刷装置。
【請求項３】
前記支持ブロックの中に前後に貫通した第一スライド孔が設置され、前記第一スライド孔
の中には第一スライドロッドがスライドできるように設置され、前記第一スライドロッド
の前後両側の末端には位置制限ブロックが固定的に設置され、前記位置制限ブロックの中
には左右に貫通した第二スライド孔が設置され、前記第二スライド孔の中には第二スライ
ドロッドがスライドできるように設置され、前記第二スライドロッドの左右両側の末端が
前記操作チャンバの左右端壁の中に固定的に設置され、前記回転ブロックの中には第二伝
動チャンバが設置され、前記スプライン軸の左側末端が前記第二伝動チャンバの中に伸び
ており、また前記スプライン軸の左側末端には第四傘歯車が固定的に設置され、前記第二
伝動チャンバの底壁の中には第一カムチャンバが設置され、前記第一カムチャンバと前記
第二伝動チャンバとの間には第三回転軸が回転できるように設置され、前記第二伝動チャ
ンバの中の前記第三回転軸の末端には前記第四傘歯車と噛み合っている第五傘歯車が固定
的に設置され、前記第一カムチャンバの中の前記第三回転軸の末端には第一カムが固定的
に設置され、前記第一カムの左側端壁の中には第三スライド孔が設置され、前記第三スラ
イド孔の中には第三スライドロッドがスライドできるように設置され、前記第三スライド
ロッドと前記第三スライド孔との間には第一復帰装置が弾性を持つように設置され、前記
第三スライドロッドの左側末端には固定ブロックが固定的に設置され、前記固定ブロック
の中には上下に貫通した抜き孔が設置され、前記印刷ヘッドが前記抜き孔の中にスライド
できるように設置され、前記印刷ヘッドと前記抜き孔の端壁との間には第二復帰装置が弾
性を持つように設置されていることを特徴とする請求項２に記載の紙の縁飾りの自動印刷
装置。
【請求項４】
前記持ち上げ装置はまた前記ネジスリーブの頂壁の中に設置されたネジ孔を含み、前記ネ
ジ孔の中には前記トレイと固定的に連結されたネジロッドがネジ山によって連結され、前
記回転チャンバの中の前記ネジスリーブの外表面には第一ウォームホイールが固定的に設
置され、前記ボディーの前側端壁の中には第一ベルトチャンバが設置され、前記第一ベル
トチャンバと前記回転チャンバとの間には前記第一ウォームホイールと噛み合っている第
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一ウォームが回転できるように設置され、前記第一ベルトチャンバの中の前記第一ウォー
ムの末端には第一プーリが固定的に設置され、前記第一ベルトチャンバと前記揺れ動きチ
ャンバの右側端壁の中に設置された第二カムチャンバとの間には第四回転軸が回転できる
ように設置され、前記第一ベルトチャンバの中の前記第四回転軸の末端が前記第一ベルト
チャンバの後側端壁の中に固定的に設置された第二モーターと動力が伝達できるように連
結され、前記第一ベルトチャンバの中の前記第四回転軸の外表面には第二プーリが固定的
に設置され、前記第二プーリと前記第一プーリとが第一ベルトによって伝動できるように
連結され、前記第二カムチャンバの中の前記第四回転軸の末端には第二カムが固定的に設
置されていることを特徴とする請求項１に記載の紙の縁飾りの自動印刷装置。
【請求項５】
前記紙送り込み装置は前記揺れ動きブロックの左側端壁の中に設置されたウォームホイー
ルチャンバを含み、前記ウォームホイールチャンバの中には前後方向に伸びる第五回転軸
が回転できるように設置され、前記第五回転軸の前後両側が前記揺れ動きブロックを貫通
しており、また前記第五回転軸の前後両側の末端が前記紙送り込み車輪と固定的に連結さ
れ、前記ウォームホイールチャンバの中の前記第五回転軸の外表面には第二ウォームホイ
ールが固定的に設置され、前記揺れ動きブロックの底壁の中には凹溝が形成されており、
前記凹溝と前記ウォームホイールチャンバとの間には前記第二ウォームホイールと噛み合
っている第二ウォームが回転できるように設置され、前記凹溝の中の前記第二ウォームの
末端には第六傘歯車が固定的に設置され、前記凹溝の中には第六回転軸が回転できるよう
に設置され、前記第六回転軸の前後両側の末端が前記揺れ動きチャンバの前後端壁の中に
回転できるように設置され、前記凹溝の中の前記第六回転軸の外表面には前記第六傘歯車
と噛み合っている第七傘歯車及び前記第七傘歯車の前側に位置した第三ウォームホイール
が固定的に設置され、前記揺れ動きチャンバの右側端壁の中には第二ベルトチャンバが設
置され、前記第二ベルトチャンバと前記揺れ動きチャンバとの間には前記第三ウォームホ
イールと噛み合っている第三ウォームが回転できるように設置され、前記第二ベルトチャ
ンバの中の前記第三ウォームの末端には第三プーリが固定的に設置されていることを特徴
とする請求項１に記載の紙の縁飾りの自動印刷装置。
【請求項６】
前記切り換え装置は前記切り換えチャンバの底壁の中に設置されたスライドチャンバを含
み、前記スライドガイドブロックが前記スライドチャンバの中にスライドできるように設
置され、前記第一モーターの出力軸の末端には前記第一傘歯車と噛み合っている第八傘歯
車が固定的に設置され、前記スライドチャンバの右側端壁の中には第四スライド孔が設置
され、前記第四スライド孔の中には前記スライドガイドブロックと固定的に連結された第
四スライドロッドがスライドできるように設置され、前記第四スライドロッドと前記第四
スライド孔の端壁との間には第三復帰装置が弾性を持つように設置され、前記第二カムチ
ャンバの頂壁の中には前記第四スライド孔を貫通した第五スライド孔が設置され、前記第
五スライド孔の中には第五スライドロッドがスライドできるように設置され、前記第五ス
ライドロッドと前記第五スライド孔の端壁との間には第四復帰装置が弾性を持つように設
置され、前記切り換えチャンバと前記第二ベルトチャンバとの間には第七回転軸が回転で
きるように設置され、前記切り換えチャンバの中の前記第七回転軸の末端には第九傘歯車
が固定的に設置され、前記第二ベルトチャンバの中の前記第七回転軸の末端には第四プー
リが固定的に設置され、前記第四プーリと前記第三プーリとは第二ベルトによって伝動で
きるように連結されていることを特徴とする請求項５に記載の紙の縁飾りの自動印刷装置
。
【請求項７】
前記トレイの上方には支持板が設置され、前記支持板と前記トレイとの間には支持ばねが
弾性を持つように設置されいることを特徴とする請求項１に記載の紙の縁飾りの自動印刷
装置。
【請求項８】
前記操作チャンバの右側端壁の中には外部空間と連通した紙出し孔が設置され、紙を送り
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出すのに便利を与えることを特徴とする請求項１に記載の紙の縁飾りの自動印刷装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は印刷分野に関わり、特に紙の縁飾りの自動印刷装置である。
【背景技術】
【０００２】
人は印刷機で紙の縁飾りを印刷する時、伝統的な印刷方式は塗料を塗って印刷する方式で
あり、このような印刷方式はインクを浪費しやすく、また均等的に印刷できなく、それに
よって印刷効果が良くなく、そして伝統的な印刷設備の構造が複雑で、操作が不便であり
、印刷の効率が低く、壊れやすく、限局性が大きく、従って紙の縁飾りの自動印刷装置を
デザインして上記の問題を解決する必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】中国特許出願公開第１０６１７９８９６号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
本発明の目的は紙の縁飾りの自動印刷装置を提供するのであり、既存技術にある上記の欠
点を解消し、それによって設備の実用性を高める。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本発明は技術問題を解決するために採用される技術プランは：本発明の紙の縁飾りの自動
印刷装置は、ボディー及び前記ボディーの中に設置された操作チャンバを含み、前記操作
チャンバの中に回転台が回転できるように設置され、前記回転台が回転することによって
前記回転台の左側に設置された支持ブロックを矩形軌跡に沿って移動連動させ、それによ
って前記支持ブロックの底壁に回転できるように設置された回転ブロックを矩形軌跡に沿
って移動連動させ、前記回転ブロックが移動すると同時に前記回転ブロックの左側に設置
された印刷ヘッドを矩形軌跡に沿って移動連動させ、前記回転台が回転すると、前記印刷
ヘッドを左右に移動連動させ、それによって前記印刷ヘッドを連動させて縁飾りを作る。
【０００６】
前記操作チャンバの底壁の中には回転チャンバが設置され、前記回転チャンバの中には持
ち上げ装置が設置され、前記持ち上げ装置は前記回転チャンバの中に回転できるように設
置されたネジスリーブの回転によって前記操作チャンバの中にスライドできるように設置
されて紙を支えられるトレイを上下に移動連動させ、それによって紙を印刷するのに便利
を与え、前記操作チャンバの右側端壁の中には揺れ動きチャンバが設置され、前記揺れ動
きチャンバの中には揺れ動きブロックが揺れ動けるように設置され、前記揺れ動きブロッ
クは前記持ち上げ装置が揺れ動くことによって前記揺れ動きブロックの中に設置された紙
送り込み装置が揺れ動くことを実現し、前記紙送り込み装置の中に設置された紙送り込み
車輪が紙面と当接した時、前記操作チャンバの頂壁の中に設置された切り換え装置は前記
回転ブロックの回転を駆動する動力を前記紙送り込み装置に切り換え、前記切り換え装置
が前記操作チャンバの頂壁の中に設置された切り換えチャンバの中に設置され、前記切り
換え装置の中にはスライドガイドブロックが設置され、前記スライドガイドブロックは前
記揺れ動きブロックの揺れ動きと共に左右に移動し、それによって前記スライドガイドブ
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ロックの頂壁の中に設置された第一モーターを左右に移動連動させ、それによって上記装
置の間に動力を切り替えることを実現する。
【０００７】
更に、前記回転台の中には円形チャンバが設置され、前記円形チャンバの端壁には内歯車
が設置され、前記円形チャンバの頂壁の中には第一回転軸が設置され、前記第一回転軸が
前記操作チャンバの頂壁を貫通して前記切り換えチャンバの中に伸びており、また前記第
一回転軸の末端には第一傘歯車が固定的に設置され、前記円形チャンバの中の前記第一回
転軸の末端には第一歯車が固定的に設置され、前記円形チャンバの底壁の中には第一伝動
チャンバが設置され、前記第一伝動チャンバと前記円形チャンバとの間には第二回転軸が
回転できるように設置され、前記円形チャンバの中の前記第二回転軸の末端には前記第一
歯車及び内歯車と噛み合っている第二歯車が固定的に設置され、前記第一伝動チャンバの
中の前記第二回転軸の末端には第二傘歯車が固定的に設置され、前記第一伝動チャンバの
中にはスプラインスリーブが回転できるように設置され、前記スプラインスリーブの外表
面には前記第二傘歯車と噛み合っている第三傘歯車が固定的に設置され、前記スプライン
スリーブの中には左右に貫通したスプライン孔が設置され、前記スプライン孔の中にはス
プライン軸がスプラインによって連結され、前記スプライン軸の左方へ延びている末端が
前記回転ブロックの右側端壁の中に回転できるように設置され、前記回転ブロックと前記
回転台との間には前記スプライン軸の外表面に巻き付くように設置された押圧ばねが弾性
を持つように設置されている。
【０００８】
更に、前記支持ブロックの中に前後に貫通した第一スライド孔が設置され、前記第一スラ
イド孔の中には第一スライドロッドがスライドできるように設置され、前記第一スライド
ロッドの前後両側の末端には位置制限ブロックが固定的に設置され、前記位置制限ブロッ
クの中には左右に貫通した第二スライド孔が設置され、前記第二スライド孔の中には第二
スライドロッドがスライドできるように設置され、前記第二スライドロッドの左右両側の
末端が前記操作チャンバの左右端壁の中に固定的に設置され、前記回転ブロックの中には
第二伝動チャンバが設置され、前記スプライン軸の左側末端が前記第二伝動チャンバの中
に伸びており、また前記スプライン軸の左側末端には第四傘歯車が固定的に設置され、前
記第二伝動チャンバの底壁の中には第一カムチャンバが設置され、前記第一カムチャンバ
と前記第二伝動チャンバとの間には第三回転軸が回転できるように設置され、前記第二伝
動チャンバの中の前記第三回転軸の末端には前記第四傘歯車と噛み合っている第五傘歯車
が固定的に設置され、前記第一カムチャンバの中の前記第三回転軸の末端には第一カムが
固定的に設置され、前記第一カムの左側端壁の中には第三スライド孔が設置され、前記第
三スライド孔の中には第三スライドロッドがスライドできるように設置され、前記第三ス
ライドロッドと前記第三スライド孔との間には第一復帰装置が弾性を持つように設置され
、前記第三スライドロッドの左側末端には固定ブロックが固定的に設置され、前記固定ブ
ロックの中には上下に貫通した抜き孔が設置され、前記印刷ヘッドが前記抜き孔の中にス
ライドできるように設置され、前記印刷ヘッドと前記抜き孔の端壁との間には第二復帰装
置が弾性を持つように設置されている。
【０００９】
更に、前記持ち上げ装置はまた前記ネジスリーブの頂壁の中に設置されたネジ孔を含み、
前記ネジ孔の中には前記トレイと固定的に連結されたネジロッドがネジ山によって連結さ
れ、前記回転チャンバの中の前記ネジスリーブの外表面には第一ウォームホイールが固定
的に設置され、前記ボディーの前側端壁の中には第一ベルトチャンバが設置され、前記第
一ベルトチャンバと前記回転チャンバとの間には前記第一ウォームホイールと噛み合って
いる第一ウォームが回転できるように設置され、前記第一ベルトチャンバの中の前記第一
ウォームの末端には第一プーリが固定的に設置され、前記第一ベルトチャンバと前記揺れ
動きチャンバの右側端壁の中に設置された第二カムチャンバとの間には第四回転軸が回転
できるように設置され、前記第一ベルトチャンバの中の前記第四回転軸の末端が前記第一
ベルトチャンバの後側端壁の中に固定的に設置された第二モーターと動力が伝達できるよ
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うに連結され、前記第一ベルトチャンバの中の前記第四回転軸の外表面には第二プーリが
固定的に設置され、前記第二プーリと前記第一プーリとが第一ベルトによって伝動できる
ように連結され、前記第二カムチャンバの中の前記第四回転軸の末端には第二カムが固定
的に設置されている。
【００１０】
更に、前記紙送り込み装置は前記揺れ動きブロックの左側端壁の中に設置されたウォーム
ホイールチャンバを含み、前記ウォームホイールチャンバの中には前後方向に伸びる第五
回転軸が回転できるように設置され、前記第五回転軸の前後両側が前記揺れ動きブロック
を貫通しており、また前記第五回転軸の前後両側の末端が前記紙送り込み車輪と固定的に
連結され、前記ウォームホイールチャンバの中の前記第五回転軸の外表面には第二ウォー
ムホイールが固定的に設置され、前記揺れ動きブロックの底壁の中には凹溝が形成されて
おり、前記凹溝と前記ウォームホイールチャンバとの間には前記第二ウォームホイールと
噛み合っている第二ウォームが回転できるように設置され、前記凹溝の中の前記第二ウォ
ームの末端には第六傘歯車が固定的に設置され、前記凹溝の中には第六回転軸が回転でき
るように設置され、前記第六回転軸の前後両側の末端が前記揺れ動きチャンバの前後端壁
の中に回転できるように設置され、前記凹溝の中の前記第六回転軸の外表面には前記第六
傘歯車と噛み合っている第七傘歯車及び前記第七傘歯車の前側に位置した第三ウォームホ
イールが固定的に設置され、前記揺れ動きチャンバの右側端壁の中には第二ベルトチャン
バが設置され、前記第二ベルトチャンバと前記揺れ動きチャンバとの間には前記第三ウォ
ームホイールと噛み合っている第三ウォームが回転できるように設置され、前記第二ベル
トチャンバの中の前記第三ウォームの末端には第三プーリが固定的に設置されている。
【００１１】
更に、前記切り換え装置は前記切り換えチャンバの底壁の中に設置されたスライドチャン
バを含み、前記スライドガイドブロックが前記スライドチャンバの中にスライドできるよ
うに設置され、前記第一モーターの出力軸の末端には前記第一傘歯車と噛み合っている第
八傘歯車が固定的に設置され、前記スライドチャンバの右側端壁の中には第四スライド孔
が設置され、前記第四スライド孔の中には前記スライドガイドブロックと固定的に連結さ
れた第四スライドロッドがスライドできるように設置され、前記第四スライドロッドと前
記第四スライド孔の端壁との間には第三復帰装置が弾性を持つように設置され、前記第二
カムチャンバの頂壁の中には前記第四スライド孔を貫通した第五スライド孔が設置され、
前記第五スライド孔の中には第五スライドロッドがスライドできるように設置され、前記
第五スライドロッドと前記第五スライド孔の端壁との間には第四復帰装置が弾性を持つよ
うに設置され、前記切り換えチャンバと前記第二ベルトチャンバとの間には第七回転軸が
回転できるように設置され、前記切り換えチャンバの中の前記第七回転軸の末端には第九
傘歯車が固定的に設置され、前記第二ベルトチャンバの中の前記第七回転軸の末端には第
四プーリが固定的に設置され、前記第四プーリと前記第三プーリとは第二ベルトによって
伝動できるように連結されている。
【００１２】
更に、前記トレイの上方には支持板が設置され、前記支持板と前記トレイとの間には支持
ばねが弾性を持つように設置されいる。
【００１３】
更に、前記操作チャンバの右側端壁の中には外部空間と連通した紙出し孔が設置され、紙
を送り出すのに便利を与える。
【発明の効果】
【００１４】
本発明の有益な効果は：本発明が提供する紙の縁飾りの自動印刷装置は、紙の縁飾りを自
動的に印刷することを実現でき、同時に設備の中に自動紙送り込み装置が設置され、自動
的に紙を逐一印刷でき、設備の構造が簡単で、操作も便利であり、インクを節約するだけ
ではなく、作動効率も高く、機能性が強く、安定性が良く、生産と普及と使用に便利を与
える。
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【図面の簡単な説明】
【００１５】
下記に図１～５をあわせて本発明について詳しく説明し、便利に説明するために、下記の
方向を以下のように規定する：図１は本発明装置の正面図であり、以下に述べる上下左右
前後の方向と図１の自身投影関係の上下左右前後の方向とが一致である。
【００１６】
【図１】図１は本発明の紙の縁飾りの自動印刷装置の全体構成概略図
【図２】図２は図１の中のＡ―Ａの構成概略図
【図３】図３は図１の中のＢの拡大構成概略図
【図４】図４は図１の中のＣの拡大構成概略図
【図５】図５は図１の中のＤの拡大構成概略図
【発明を実施するための形態】
【００１７】
付図１～５に記載の紙の縁飾りの自動印刷装置は、ボディー１０及び前記ボディー１０の
中に設置された操作チャンバ３９を含み、前記操作チャンバ３９の中に回転台４９が回転
できるように設置され、前記回転台４９が回転することによって前記回転台４９の左側に
設置された支持ブロック１１を矩形軌跡に沿って移動連動させ、それによって前記支持ブ
ロック１１の底壁に回転できるように設置された回転ブロック４３を矩形軌跡に沿って移
動連動させ、前記回転ブロック４２が移動すると同時に前記回転ブロック４２の左側に設
置された印刷ヘッド８８を矩形軌跡に沿って移動連動させ、前記回転台４９が回転すると
、前記印刷ヘッド８８を左右に移動連動させ、それによって前記印刷ヘッド８８を連動さ
せて縁飾りを作る。
【００１８】
前記操作チャンバ１９の底壁の中には回転チャンバ３３が設置され、前記回転チャンバ３
３の中には持ち上げ装置２００が設置され、前記持ち上げ装置２００は前記回転チャンバ
３３の中に回転できるように設置されたネジスリーブ３５の回転によって前記操作チャン
バ３９の中にスライドできるように設置されて紙を支えられるトレイ４０を上下に移動連
動させ、それによって紙を印刷するのに便利を与え、前記操作チャンバ１９の右側端壁の
中には揺れ動きチャンバ５６が設置され、前記揺れ動きチャンバ５６の中には揺れ動きブ
ロック８１が揺れ動けるように設置され、前記揺れ動きブロック８１は前記持ち上げ装置
２００が揺れ動くことによって前記揺れ動きブロック８１の中に設置された紙送り込み装
置３００が揺れ動くことを実現し、前記紙送り込み装置３００の中に設置された紙送り込
み車輪７３が紙面と当接した時、前記操作チャンバ３９の頂壁の中に設置された切り換え
装置４００は前記回転ブロック４３の回転を駆動する動力を前記紙送り込み装置３００に
切り換え、前記切り換え装置４００が前記操作チャンバ３９の頂壁の中に設置された切り
換えチャンバ１５の中に設置され、前記切り換え装置４００の中にはスライドガイドブロ
ック１９が設置され、前記スライドガイドブロック１９は前記揺れ動きブロック８１の揺
れ動きと共に左右に移動し、それによって前記スライドガイドブロック１９の頂壁の中に
設置された第一モーター１８を左右に移動連動させ、それによって上記装置の間に動力を
切り替えることを実現する。
【００１９】
有益なように、前記回転台４９の中には円形チャンバ７１が設置され、前記円形チャンバ
７１の端壁には内歯車６９が設置され、前記円形チャンバ７１の頂壁の中には第一回転軸
５９が設置され、前記第一回転軸５９が前記操作チャンバ３９の頂壁を貫通して前記切り
換えチャンバ１５の中に伸びており、また前記第一回転軸５９の末端には第一傘歯車１６
が固定的に設置され、前記円形チャンバ７１の中の前記第一回転軸５９の末端には第一歯
車７０が固定的に設置され、前記円形チャンバ７１の底壁の中には第一伝動チャンバ６５
が設置され、前記第一伝動チャンバ６５と前記円形チャンバ７１との間には第二回転軸６
２が回転できるように設置され、前記円形チャンバ７１の中の前記第二回転軸６２の末端
には前記第一歯車７０及び内歯車６９と噛み合っている第二歯車６１が固定的に設置され
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、前記第一伝動チャンバ６５の中の前記第二回転軸６２の末端には第二傘歯車６３が固定
的に設置され、前記第一伝動チャンバ６５の中にはスプラインスリーブ６８が回転できる
ように設置され、前記スプラインスリーブ６８の外表面には前記第二傘歯車６３と噛み合
っている第三傘歯車６４が固定的に設置され、前記スプラインスリーブ６８の中には左右
に貫通したスプライン孔６７が設置され、前記スプライン孔６７の中にはスプライン軸６
６がスプラインによって連結され、前記スプライン軸６６の左方へ延びている末端が前記
回転ブロック４３の右側端壁の中に回転できるように設置され、前記回転ブロック４３と
前記回転台４９との間には前記スプライン軸６６の外表面に巻き付くように設置された押
圧ばね９６が弾性を持つように設置されている。
【００２０】
有益なように、前記支持ブロック１１の中に前後に貫通した第一スライド孔１２が設置さ
れ、前記第一スライド孔１２の中には第一スライドロッド１３がスライドできるように設
置され、前記第一スライドロッド１３の前後両側の末端には位置制限ブロック５８が固定
的に設置され、前記位置制限ブロック５８の中には左右に貫通した第二スライド孔４７が
設置され、前記第二スライド孔４７の中には第二スライドロッド１４がスライドできるよ
うに設置され、前記第二スライドロッド１４の左右両側の末端が前記操作チャンバ３９の
左右端壁の中に固定的に設置され、前記回転ブロック４３の中には第二伝動チャンバ４６
が設置され、前記スプライン軸６６の左側末端が前記第二伝動チャンバ４６の中に伸びて
おり、また前記スプライン軸６６の左側末端には第四傘歯車９５が固定的に設置され、前
記第二伝動チャンバ４６の底壁の中には第一カムチャンバ９２が設置され、前記第一カム
チャンバ９２と前記第二伝動チャンバ４６との間には第三回転軸４４が回転できるように
設置され、前記第二伝動チャンバ４６の中の前記第三回転軸４４の末端には前記第四傘歯
車９５と噛み合っている第五傘歯車４５が固定的に設置され、前記第一カムチャンバ９２
の中の前記第三回転軸４４の末端には第一カム９１が固定的に設置され、前記第一カム９
１の左側端壁の中には第三スライド孔９０が設置され、前記第三スライド孔９０の中には
第三スライドロッド９３がスライドできるように設置され、前記第三スライドロッド９３
と前記第三スライド孔９０との間には第一復帰装置８９が弾性を持つように設置され、前
記第三スライドロッド９３の左側末端には固定ブロック８５が固定的に設置され、前記固
定ブロック８５の中には上下に貫通した抜き孔８７が設置され、前記印刷ヘッド８８が前
記抜き孔８７の中にスライドできるように設置され、前記印刷ヘッド８８と前記抜き孔８
７の端壁との間には第二復帰装置８６が弾性を持つように設置されている。
【００２１】
有益なように、前記持ち上げ装置２００はまた前記ネジスリーブ３５の頂壁の中に設置さ
れたネジ孔３６を含み、前記ネジ孔３６の中には前記トレイ４０と固定的に連結されたネ
ジロッド３８がネジ山によって連結され、前記回転チャンバ３３の中の前記ネジスリーブ
３５の外表面には第一ウォームホイール３７が固定的に設置され、前記ボディー１０の前
側端壁の中には第一ベルトチャンバ４８が設置され、前記第一ベルトチャンバ４８と前記
回転チャンバ３３との間には前記第一ウォームホイール３７と噛み合っている第一ウォー
ム３４が回転できるように設置され、前記第一ベルトチャンバ４８の中の前記第一ウォー
ム３４の末端には第一プーリ５０が固定的に設置され、前記第一ベルトチャンバ４８と前
記揺れ動きチャンバ５６の右側端壁の中に設置された第二カムチャンバ５７との間には第
四回転軸５４が回転できるように設置され、前記第一ベルトチャンバ４８の中の前記第四
回転軸５４の末端が前記第一ベルトチャンバ４８の後側端壁の中に固定的に設置された第
二モーター５３と動力が伝達できるように連結され、前記第一ベルトチャンバ４８の中の
前記第四回転軸５４の外表面には第二プーリ５２が固定的に設置され、前記第二プーリ５
２と前記第一プーリ５０とが第一ベルト５１によって伝動できるように連結され、前記第
二カムチャンバ５７の中の前記第四回転軸５４の末端には第二カム８２が固定的に設置さ
れている。
【００２２】
有益なように、前記紙送り込み装置３００は前記揺れ動きブロック８１の左側端壁の中に
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設置されたウォームホイールチャンバ７４を含み、前記ウォームホイールチャンバ７４の
中には前後方向に伸びる第五回転軸８４が回転できるように設置され、前記第五回転軸８
４の前後両側が前記揺れ動きブロック８１を貫通しており、また前記第五回転軸８４の前
後両側の末端が前記紙送り込み車輪７３と固定的に連結され、前記ウォームホイールチャ
ンバ７４の中の前記第五回転軸８４の外表面には第二ウォームホイール７２が固定的に設
置され、前記揺れ動きブロック８１の底壁の中には凹溝７７が形成されており、前記凹溝
７７と前記ウォームホイールチャンバ７４との間には前記第二ウォームホイール７２と噛
み合っている第二ウォーム７５が回転できるように設置され、前記凹溝７７の中の前記第
二ウォーム７５の末端には第六傘歯車８０が固定的に設置され、前記凹溝７７の中には第
六回転軸７９が回転できるように設置され、前記第六回転軸７９の前後両側の末端が前記
揺れ動きチャンバ５６の前後端壁の中に回転できるように設置され、前記凹溝７７の中の
前記第六回転軸７９の外表面には前記第六傘歯車８０と噛み合っている第七傘歯車７６及
び前記第七傘歯車７６の前側に位置した第三ウォームホイール９４が固定的に設置され、
前記揺れ動きチャンバ５６の右側端壁の中には第二ベルトチャンバ２８が設置され、前記
第二ベルトチャンバ２８と前記揺れ動きチャンバ５６との間には前記第三ウォームホイー
ル９４と噛み合っている第三ウォーム７８が回転できるように設置され、前記第二ベルト
チャンバ２８の中の前記第三ウォーム７８の末端には第三プーリ３１が固定的に設置され
ている。
【００２３】
有益なように、前記切り換え装置４００は前記切り換えチャンバ１５の底壁の中に設置さ
れたスライドチャンバ２０を含み、前記スライドガイドブロック１９が前記スライドチャ
ンバ２０の中にスライドできるように設置され、前記第一モーター１８の出力軸の末端に
は前記第一傘歯車１６と噛み合っている第八傘歯車１７が固定的に設置され、前記スライ
ドチャンバ２０の右側端壁の中には第四スライド孔２４が設置され、前記第四スライド孔
２４の中には前記スライドガイドブロック１９と固定的に連結された第四スライドロッド
２５がスライドできるように設置され、前記第四スライドロッド２５と前記第四スライド
孔２４の端壁との間には第三復帰装置２３が弾性を持つように設置され、前記第二カムチ
ャンバ５７の頂壁の中には前記第四スライド孔２４を貫通した第五スライド孔８３が設置
され、前記第五スライド孔８３の中には第五スライドロッド２９がスライドできるように
設置され、前記第五スライドロッド２９と前記第五スライド孔８３の端壁との間には第四
復帰装置３０が弾性を持つように設置され、前記切り換えチャンバ１５と前記第二ベルト
チャンバ２８との間には第七回転軸２２が回転できるように設置され、前記切り換えチャ
ンバ１５の中の前記第七回転軸２２の末端には第九傘歯車２１が固定的に設置され、前記
第二ベルトチャンバ２８の中の前記第七回転軸２２の末端には第四プーリ２６が固定的に
設置され、前記第四プーリ２６と前記第三プーリ３１とは第二ベルト２７によって伝動で
きるように連結されている。
【００２４】
有益なように、前記トレイ４０の上方には支持板４１が設置され、前記支持板４１と前記
トレイ４０との間には支持ばね４２が弾性を持つように設置されいる。
【００２５】
有益なように、前記操作チャンバ３９の右側端壁の中には外部空間と連通した紙出し孔３
２が設置され、紙を送り出すのに便利を与える。
【００２６】
本実施例に記載の固定的に連結する方法はボルトによる固定や溶接する方法に限定されな
い。
【００２７】
装置全体の機械動作の順序は：
【００２８】
１、紙を前記支持板４１の上方に置き、この時に前記印刷ヘッド８８が前記紙と当接し、
前記第一モーター１８を始動し、前記第一モーター１８が前記第八傘歯車１７を回転連動
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させ、それによって前記第一傘歯車１６を回転連動させ、それによって前記第一歯車７０
を回転連動させ、前記第一歯車７０が回転して前記第二歯車６１を回転連動させると同時
に前記内歯車６９を回転連動させ、この時に前記回転台４９が回転し、前記押圧ばね９６
が圧縮状態にあることで、前記回転ブロック４３を左方に押圧し、この時に前記位置制限
ブロック５８が前記操作チャンバ３９の一番左側に位置し、この時に前記回転台４９が回
転して前記支持ブロック１１を前記第一スライドロッド１３に沿って後側へ移動連動させ
、前記支持ブロック１１が前記位置制限ブロック５８と当接した時、前記支持ブロック１
１が前記第二スライドロッド１４に沿って一番右側へ移動し、順に上記部品の動作を繰り
返し、前記支持ブロック１１が前記操作チャンバ３９の四つの端面に沿って矩形の移動を
行う。
【００２９】
２、それと同時に前記第二歯車６１が回転して前記第二傘歯車６３を回転連動させ、それ
によって前記第三傘歯車６４を回転連動させ、それによって前記スプラインスリーブ６８
を回転連動させ、それによって前記スプライン軸６６を回転連動させ、それによって前記
第四傘歯車９５を回転連動させ、それによって前記第五傘歯車４５を回転連動させ、それ
によって前記第一カム９１を回転連動させ、それによって前記印刷ヘッド８８に直線の往
復運動を行わせ、同時に前記印刷ヘッド８８が前記回転ブロック４３と共に矩形軌跡に沿
って移動し、それによって紙に縁飾りを印刷することを実現する。
【００３０】
３、印刷し終わった時、前記第二モーター５３を始動し、それによって前記第四回転軸５
４を回転連動させ、それによって前記第二プーリ５２及び前記第一プーリ５０を回転連動
させ、それによって前記第一ウォーム３４を回転連動させ、それによって前記第一ウォー
ムホイール３７を回転連動させ、それによって前記ネジスリーブ３５を回転連動させ、そ
れによって前記ネジロッド３８を下方へ移動連動させ、それによって前記トレイ４０を下
方へ移動連動させ、同時に前記第四回転軸５４が回転して前記第二カム８２を回転連動さ
せ、それによって前記揺れ動きブロック８１を押圧して移動させ、前記揺れ動きブロック
８１が回転して前記紙送り込み車輪７３を連動させて紙面と当接させた時、前記トレイ４
０が下方へ一番下側に移動し、この時に紙と前記紙出し孔３２とが位置を合わせる。
【００３１】
４、それと同時に、前記第二カム８２が回転することによって、前記第五スライドロッド
２９が当接を失い、前記第五スライドロッド２９が前記第四復帰装置３０の作用で下方へ
移動し、同時に前記第四スライドロッド２５が前記第三復帰装置２３の作用で右方へ移動
し、それによって前記スライドガイドブロック１９を右方へ移動連動させ、それによって
前記第八傘歯車１７を前記第九傘歯車２１と噛み合わせ、この時に前記第一モーター１８
を始動して回転させることによって前記第八傘歯車１７を回転連動させ、それによって前
記第九傘歯車２１を回転連動させ、それによって前記第四プーリ２６及び前記第三プーリ
３１を回転連動させ、それによって前記第三ウォーム７８を回転連動させ、それによって
前記第三ウォームホイール９４を回転連動させ、それによって前記第七傘歯車７６及び前
記第六傘歯車８０を回転連動させ、それによって前記第二ウォーム７５を回転連動させ、
それによって前記第二ウォームホイール７２を回転連動させ、それによって前記紙送り込
み車輪７３を回転連動させ、この時に前記紙送り込み車輪７３が回転して印刷された紙を
前記紙出し孔３２によって送り出す。
【００３２】
上記の実施例は本発明の技術的構想と特徴を説明するだけであり、その目的は当業者に本
発明内容を了解させてさらに実施させるのであり、本発明の保護範囲を制限することはで
きない。本発明の精神の実質に基づいて行われたすべての等価的な変化又は修飾は、本発
明の保護範囲の中に含むべきである。
【手続補正書】
【提出日】令和2年4月22日(2020.4.22)
【手続補正１】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
正面視で、ボディー及び前記ボディーの中に設置された操作チャンバを含み、前記操作チ
ャンバの中に回転台が回転できるように設置され、前記回転台が回転することによって前
記回転台の左側に設置された支持ブロックを矩形軌跡に沿って移動連動させ、それによっ
て前記支持ブロックの底壁に回転できるように設置された回転ブロックを矩形軌跡に沿っ
て移動連動させ、前記回転ブロックが移動すると同時に前記回転ブロックの左側に設置さ
れた印刷ヘッドを矩形軌跡に沿って移動連動させ、前記回転台が回転すると、前記印刷ヘ
ッドを左右に移動連動させ、それによって前記印刷ヘッドを連動させて縁飾りを作り、前
記操作チャンバの底壁の中には回転チャンバが設置され、前記回転チャンバの中には持ち
上げ装置が設置され、前記持ち上げ装置は前記回転チャンバの中に回転できるように設置
されたネジスリーブの回転によって前記操作チャンバの中にスライドできるように設置さ
れて紙を支えられるトレイを上下に移動連動させ、それによって紙を印刷するのに便利を
与え、前記操作チャンバの右側端壁の中には揺れ動きチャンバが設置され、前記揺れ動き
チャンバの中には揺れ動きブロックが揺れ動けるように設置され、前記揺れ動きブロック
は前記持ち上げ装置が揺れ動くことによって前記揺れ動きブロックの中に設置された紙送
り込み装置が揺れ動くことを実現し、前記紙送り込み装置の中に設置された紙送り込み車
輪が紙面と当接した時、前記操作チャンバの頂壁の中に設置された切り換え装置は前記回
転ブロックの回転を駆動する動力を前記紙送り込み装置に切り換え、前記切り換え装置が
前記操作チャンバの頂壁の中に設置された切り換えチャンバの中に設置され、前記切り換
え装置の中にはスライドガイドブロックが設置され、前記スライドガイドブロックは前記
揺れ動きブロックの揺れ動きと共に左右に移動し、それによって前記スライドガイドブロ
ックの頂壁の中に設置された第一モーターを左右に移動連動させ、それによって上記装置
の間に動力を切り替えることを実現することを特徴とする紙の縁飾りの自動印刷装置。
【請求項２】
前記回転台の中には円形チャンバが設置され、前記円形チャンバの端壁には内歯車が設置
され、前記円形チャンバの頂壁の中には第一回転軸が設置され、前記第一回転軸が前記操
作チャンバの頂壁を貫通して前記切り換えチャンバの中に伸びており、また前記第一回転
軸の末端には第一傘歯車が固定的に設置され、前記円形チャンバの中の前記第一回転軸の
末端には第一歯車が固定的に設置され、前記円形チャンバの底壁の中には第一伝動チャン
バが設置され、前記第一伝動チャンバと前記円形チャンバとの間には第二回転軸が回転で
きるように設置され、前記円形チャンバの中の前記第二回転軸の末端には前記第一歯車及
び内歯車と噛み合っている第二歯車が固定的に設置され、前記第一伝動チャンバの中の前
記第二回転軸の末端には第二傘歯車が固定的に設置され、前記第一伝動チャンバの中には
スプラインスリーブが回転できるように設置され、前記スプラインスリーブの外表面には
前記第二傘歯車と噛み合っている第三傘歯車が固定的に設置され、前記スプラインスリー
ブの中には左右に貫通したスプライン孔が設置され、前記スプライン孔の中にはスプライ
ン軸がスプラインによって連結され、前記スプライン軸の左方へ延びている末端が前記回
転ブロックの右側端壁の中に回転できるように設置され、前記回転ブロックと前記回転台
との間には前記スプライン軸の外表面に巻き付くように設置された押圧ばねが弾性を持つ
ように設置されていることを特徴とする請求項１に記載の紙の縁飾りの自動印刷装置。
【請求項３】
前記支持ブロックの中に前後に貫通した第一スライド孔が設置され、前記第一スライド孔
の中には第一スライドロッドがスライドできるように設置され、前記第一スライドロッド
の前後両側の末端には位置制限ブロックが固定的に設置され、前記位置制限ブロックの中
には左右に貫通した第二スライド孔が設置され、前記第二スライド孔の中には第二スライ
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ドロッドがスライドできるように設置され、前記第二スライドロッドの左右両側の末端が
前記操作チャンバの左右端壁の中に固定的に設置され、前記回転ブロックの中には第二伝
動チャンバが設置され、前記スプライン軸の左側末端が前記第二伝動チャンバの中に伸び
ており、また前記スプライン軸の左側末端には第四傘歯車が固定的に設置され、前記第二
伝動チャンバの底壁の中には第一カムチャンバが設置され、前記第一カムチャンバと前記
第二伝動チャンバとの間には第三回転軸が回転できるように設置され、前記第二伝動チャ
ンバの中の前記第三回転軸の末端には前記第四傘歯車と噛み合っている第五傘歯車が固定
的に設置され、前記第一カムチャンバの中の前記第三回転軸の末端には第一カムが固定的
に設置され、前記第一カムの左側端壁の中には第三スライド孔が設置され、前記第三スラ
イド孔の中には第三スライドロッドがスライドできるように設置され、前記第三スライド
ロッドと前記第三スライド孔との間には第一復帰装置が弾性を持つように設置され、前記
第三スライドロッドの左側末端には固定ブロックが固定的に設置され、前記固定ブロック
の中には上下に貫通した抜き孔が設置され、前記印刷ヘッドが前記抜き孔の中にスライド
できるように設置され、前記印刷ヘッドと前記抜き孔の端壁との間には第二復帰装置が弾
性を持つように設置されていることを特徴とする請求項２に記載の紙の縁飾りの自動印刷
装置。
【請求項４】
前記持ち上げ装置はまた前記ネジスリーブの頂壁の中に設置されたネジ孔を含み、前記ネ
ジ孔の中には前記トレイと固定的に連結されたネジロッドがネジ山によって連結され、前
記回転チャンバの中の前記ネジスリーブの外表面には第一ウォームホイールが固定的に設
置され、前記ボディーの前側端壁の中には第一ベルトチャンバが設置され、前記第一ベル
トチャンバと前記回転チャンバとの間には前記第一ウォームホイールと噛み合っている第
一ウォームが回転できるように設置され、前記第一ベルトチャンバの中の前記第一ウォー
ムの末端には第一プーリが固定的に設置され、前記第一ベルトチャンバと前記揺れ動きチ
ャンバの右側端壁の中に設置された第二カムチャンバとの間には第四回転軸が回転できる
ように設置され、前記第一ベルトチャンバの中の前記第四回転軸の末端が前記第一ベルト
チャンバの後側端壁の中に固定的に設置された第二モーターと動力が伝達できるように連
結され、前記第一ベルトチャンバの中の前記第四回転軸の外表面には第二プーリが固定的
に設置され、前記第二プーリと前記第一プーリとが第一ベルトによって伝動できるように
連結され、前記第二カムチャンバの中の前記第四回転軸の末端には第二カムが固定的に設
置されていることを特徴とする請求項３に記載の紙の縁飾りの自動印刷装置。
【請求項５】
前記紙送り込み装置は前記揺れ動きブロックの左側端壁の中に設置されたウォームホイー
ルチャンバを含み、前記ウォームホイールチャンバの中には前後方向に伸びる第五回転軸
が回転できるように設置され、前記第五回転軸の前後両側が前記揺れ動きブロックを貫通
しており、また前記第五回転軸の前後両側の末端が前記紙送り込み車輪と固定的に連結さ
れ、前記ウォームホイールチャンバの中の前記第五回転軸の外表面には第二ウォームホイ
ールが固定的に設置され、前記揺れ動きブロックの底壁の中には凹溝が形成されており、
前記凹溝と前記ウォームホイールチャンバとの間には前記第二ウォームホイールと噛み合
っている第二ウォームが回転できるように設置され、前記凹溝の中の前記第二ウォームの
末端には第六傘歯車が固定的に設置され、前記凹溝の中には第六回転軸が回転できるよう
に設置され、前記第六回転軸の前後両側の末端が前記揺れ動きチャンバの前後端壁の中に
回転できるように設置され、前記凹溝の中の前記第六回転軸の外表面には前記第六傘歯車
と噛み合っている第七傘歯車及び前記第七傘歯車の前側に位置した第三ウォームホイール
が固定的に設置され、前記揺れ動きチャンバの右側端壁の中には第二ベルトチャンバが設
置され、前記第二ベルトチャンバと前記揺れ動きチャンバとの間には前記第三ウォームホ
イールと噛み合っている第三ウォームが回転できるように設置され、前記第二ベルトチャ
ンバの中の前記第三ウォームの末端には第三プーリが固定的に設置されていることを特徴
とする請求項４に記載の紙の縁飾りの自動印刷装置。
【請求項６】
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前記切り換え装置は前記切り換えチャンバの底壁の中に設置されたスライドチャンバを含
み、前記スライドガイドブロックが前記スライドチャンバの中にスライドできるように設
置され、前記第一モーターの出力軸の末端には前記第一傘歯車と噛み合っている第八傘歯
車が固定的に設置され、前記スライドチャンバの右側端壁の中には第四スライド孔が設置
され、前記第四スライド孔の中には前記スライドガイドブロックと固定的に連結された第
四スライドロッドがスライドできるように設置され、前記第四スライドロッドと前記第四
スライド孔の端壁との間には第三復帰装置が弾性を持つように設置され、前記第二カムチ
ャンバの頂壁の中には前記第四スライド孔を貫通した第五スライド孔が設置され、前記第
五スライド孔の中には第五スライドロッドがスライドできるように設置され、前記第五ス
ライドロッドと前記第五スライド孔の端壁との間には第四復帰装置が弾性を持つように設
置され、前記切り換えチャンバと前記第二ベルトチャンバとの間には第七回転軸が回転で
きるように設置され、前記切り換えチャンバの中の前記第七回転軸の末端には第九傘歯車
が固定的に設置され、前記第二ベルトチャンバの中の前記第七回転軸の末端には第四プー
リが固定的に設置され、前記第四プーリと前記第三プーリとは第二ベルトによって伝動で
きるように連結されていることを特徴とする請求項５に記載の紙の縁飾りの自動印刷装置
。
【請求項７】
前記トレイの上方には支持板が設置され、前記支持板と前記トレイとの間には支持ばねが
弾性を持つように設置されいることを特徴とする請求項１に記載の紙の縁飾りの自動印刷
装置。
【請求項８】
前記操作チャンバの右側端壁の中には外部空間と連通した紙出し孔が設置され、紙を送り
出すのに便利を与えることを特徴とする請求項１に記載の紙の縁飾りの自動印刷装置。
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